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1.各部の名称 2.液晶表示

i'ア ′フ タウンキーの操
よリタイムか表示されま

口 か表示されているとき
シ
「 ,タ
ー速度か表示され

回 は秒

国 はシネコマ数
1国 は定常光測定モー トの

2, lSOキ ーの操作により
か表示され 設定フィル
度か表示されます
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回
ム感

電源キーをONし たときb c
の文字か表示されます

測定 F値の整数項か表示されま



3.モ ード選定一覧
「測定方式J 「受光部J「被測定光J

入射光式 と反射光式の測定切 り換 え方法

光球はスライトさせa bそ れそれのクリァク位置て止めて下さい  |ロー 1
(図-2,
*光球の移動はローレット部を指こ押さえこ動かしこください  1図 -31

1ず iヽ図lr● 1
入射光式測定方法                

図-3

被写体位置で光球をカメラのレンスに向けて測定し,ケ
1図 -4,                             .

反射光式測定方法

11,電 池 をいれ ます
単 3乾電池 IL R-6ま たはR-61 15Vl
本を使用 します
1 電池ふたを矢印の方向にひいてはすしま
す  1図 -6.
2 電 LIの +― を電池,― ス内の表示に合わ
せ て一側を先に入れ―側に,旨 で押すよう
にして挿入します
3 電池ふたを本体に合わせスライトして閉
めます

確実にかみ合 :た ことをtF認 してくたさ

4 電源キーを押 しこONす ると液品表示33
に b c文 字と電池容量を表わすト ト
か表示さ,t,図 -7  その後 測定

4.測定の準備

図-4

*電 池容量か不足すると

“
`き

表示部の b c文
7‐ か点減  ,た は表示かされません

l:さll:,考 l営 [ii::』 :;[骨 [    L・
〔ゞ':′・

―をONし てく|さ い                 図-7
*設定されたt― 卜及び設定伯は 電源OFF
又はオー トO「 F後 もメモリーされ こい ,

*NI― cd岳 電池  ,チ =ウ ム電池は,用 こ
きません

121測 定 モ ートの セ ,ト
1 モート切 |,換 スキーを押すことにより口
―タリー式に■― 卜か変わります

L二十fl邊|「 瓦I11二
カメラ位置 またはカメラ方向わ'ら被写体の測定したい
部分に露出計のレンスを正しく向けて測定します  1図

カメラ位置 こ測定すると被写体全体の平均測定になりま

部分測定するときは できるたけ被写体の主要合
“

こ近ず
いて測定 してくたさい
*露 出計等の影か測定部分に入らないようl「 ;主意 してくた

図 -5



測定の準備

回]口 1‖
el口
]口 l」J

図-8             図-9

*定常光モー ドで lSOキ ーを押 したままモード切り換えキーを押すとEV僣 表
示と F植 表示の切り換えかできます  (図 -3 図-9,

5.定常光の測定 (EV値、 F値 )

フィルム感度 (ISO)の セ ット
lSOキ ーを押したままアプブ ダウン
キーでフィルム感度をあわせます  (図

1 モー ド切り換えキーを押 して 回 定常光測
定モー トに切り換えてくださぃ
2 フィルム感度とシャッター速度をセ ットし
てください

3 測光スイ ッチを押すと測定値が表示されま

*定常光モー ドでは711光 スインチがON状態で
は連続測光 してぃます
*測定後  Isoお ょびT(タ イム)の変換に
より猥1定値の演算か自動的に行われます
*EV値 ⇔ F値 の切換え
ISOキ ーを押 したままモー ド切 り換えス
イノチを押すとEV値 ⇔ F値 の表示が交互に
変わります  (図 -14 図― i5)
*液 晶表示部の ドットは F値 間を 1/10分 割
した情です 例えは 図-15は F2 0+
3/10餃 りを表わしてぃます

*測定|1囲 を夕|れ た場合は Eu(ア ンダーエ
ラー) Eo(オ ーバーエラー,が表示され
ます
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図-14
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図 -10

*lSOキ ーを押 したままア ッフ ダウンキー
を 1秒以上押 し続けると ISO数 値か連続
して変わります

(4)シ ャ ンタ ~速度 (T)の セ ット
1 ア プブ ダウンキーで設定したいシャッ
ター速度にあわせます  1図 -11,

2 シネコマ数は 1/8000の 次に表示さ
れます  1定 常光測定のとき,
1図-12,
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6.フ ラッシュ光・コードレス測定 |7.フ ラッシュ光・コード接続測定
シンクロコートを使用しないて測定する場合

1 モ ト切り換スキーを押 して ロ コー トレ
ス測定モー トに切り換えこくたさい

2 フィルヱ、感度とン  ター速度をセ ′卜し

3 測光スイ ,チ を押すと ロ マークか点減 t′
測定待機状態になります

4 フラ シ :光 を受光するとFや か表示され

*一度測定 した後も ロ マ ク
`■
減をつづけ

行機状態にあり 再度フラ シ :光 を受光す

*■ マークの点減は約 90秒 F・3継 続 されま

*Eコ マークか点放しごいないと調1定はこきま

*コ ー トレスてフラ シ 1を 発光させても露出
言|か光を感知 しないときは 「コート接続測
定 | :し てくたさい  周囲光に比べてノ
ラ ,シ ■光かけるかに小さい場合は感知しな

*測 定後にシ' ター速度を変換すると演1定 ll
13消 え F値 は 0に なります
*ラ ヒ ト型す光′Jや

'今

殊な照明下では ノラ
シ ]を 発光 しないのにlll作 ″ることがあり

,す  このようなときは ]― 卜接続測定モ
ートにしてシンクロコー トを1妻続 し 猥り定 し

*測 定範働 |夕 Iれ た場合は ∈u アンターエ
ラー  ∈o オーハーエラ  か表示さ,l

『 5,3ピ Ps
図 -16

シンクロコートを使用して測定する場合

l 本体表面のモート切り換えキーを押して
■ コート1喜続千―卜1切 り換えξくたさ

2 フィルム●度とシ, ター速度をt 卜t
てくたさい  国-17

ロ
口
] `口
IPS

図 -1フ

ロ
ロ
ニロ

ロ
口
J.●

3 フラ シ :と 露出言+の シンクロターミナルと
畠
`イ

:ロ
コトa凄林してくたさぃ

4 測光スイ チを猾 ´とフラ ショか発売し       '
F値 か表示されます  図-19
5 再度測定するときは そのまま測光スイ
チを押 し (く ださぃ 新 しぃ F値 か表示さ
れます                      図― 18
*フ ラ シ 〕ハルフ

`発
売させ ご測定するとさ

*!][][:[[11:l:|:[[::[  口
:15F,lF IFS

とき
`_フ
ラ シ :に よ ては発光

`る
ときか

*を

1,;II[!][:[i][:|:!暑
*フ ラ ブシュ|ょ  (1`発光 しないことかぁ り

ilさま
の始は「コートレ剌創れて

i シンクロコー ト ロ コ_卜 1妻続測定のと
きに優用 ίます  別売
長さ5mの コートは 3つ のブラクを持ち
露出言|と フラ ,シ 2 ヵメラとフラ ン :

を同調させることかできるの こ 撮影をす
るときにもコー トを差 し換える必要かな
く 大変便利です また露出計llの ,多続端

こサ暑[`襟 f:『∵“唱2,T実
に
"



8.取扱い上のご注意 9.仕様

語吉吉:i重犠麓il絆 11:患 ■ヽふミ、鶴含鷹にと:[1:躍 :よ多
く

:i職 多場鑑濯[禁言写Y喜ぜ了務環:城 bt嘲こしてください。

l::if[痛]潔獅轍勲議菫籠鍾:[ill
61春 :E搾 をしない場合は、電池をとりだし約 10秒以上経過してから入れ直
してください。

フ 長い間 使用 しないときは電池を抜いておいてください。

:II〕ヨニ部期撃署拡礁義響:ili

●入射光式、反射光式兼用
●定常光 フラッシュ光用デジタル●出EI
●定常光、EVO～ 19押・●(19 9)
●フラッシュ光 F1 4～ 90● 1・●(F90+
0 9絞 り)
0± 0 1EV以 内
●入射光 。・光球
●反射光  ・レンズ (受光角 40・ )

●シリコンフォトダィォード
●C-340 K=12 5
● lso(フ ィルム感度)3～ 8000(1/3S
V単位)
●T(シ ヤンタ~速度)定常光 ・ 60秒～ 1/
8000秒 (lTv単位)
f/S(シ ネコマ数)・ ・・ 8、 12、 16、 1

(開角度 180・ )

フランシュ光・  1秒～ 1/500秒 (lTv
単位)他に1/75 1/80、  1/90
1/100

0F(絞 り)0 5～ 90● 1.●
●EV(■出値)-5～ 26=`
● F、 EVの小数項 .` (0 1)～ ギL(o
9)
●測定範囲 Eu(ア ンダー) Eo(オ ーバー)

8裂鷲ド翼ワ■』刷～.`
8甘:111lR-6 LR 6)1 5V l本

8貢 igリラ,3じ卜ヶス、乾電池1本
8鳥 :::1:亀 :る ?「

測定 測定方式

測定範囲 (Iso10o)

くり返 し精度
受光部

受光素子

校正定数

表示範囲

その他の表示

使用電池

使用温度範囲

保存温度範囲
標準付属品
大きさ 菫さ

*こ の仕様および夕1観 は改良のため予告なく変更する場合があります.



lo アフターサービスについて
*",1の 製品にll一定の期間内無ll修 理をお引受けする保証書があります :己製事

項をお確かめのうえ 大切に保管 しこください

●無″1保 証期間なとについて

1 無料保証期間はお■上け日より
,ヶ 年F・nζ ごさぃます

2 保証書 |「 お■上け日および販売店
名のないものは保証の対象になり

ませんの こ 必すお確かめくださ

3 無ォ1保 証 lll間内でも有11修 理とな
る場合もこさいま |の で 保証書
の記戯

`項

をお確かめくたさい

4 保証 IIBtti登 過後の修理は有11と な
ります また 運賃諸E}り はお客
1業 にこ負膚願 tヽ ます

●補修用性能部品の保有期 F・
Hな どにつ

1 補修用性IE83品 は 5年 P。3を 目安
|`保 有 t′ ております  したか
( 本期間中は原則としご

“

理を

お受 1,い たします なお故障筒Prl
liよ りましては期P・3か 過ぎても修

理可能の場合もありますのでサー

ビスセンターにお問合わせくださ

2 修 1里可能期F・nは ご使用の状態や環
境 お手入のtt態によ ,て 実なる
場合がありますの ( 現品をご持
参のうえお買上け店またはサーヒ

スセンターにごオロ談ください

3 修理可能 lllPal内 こも瀑冠水 強度
のショ ク その他1員傷のいちし
るしいもので 修理後の機 |ヒ維持

「
F・Dlllか 残ると思 t,れ

'す
もの
「

つきまして
''修
理不可能となる場

合からり
'す

●修理ご依頼時における留意事項
1 修理品につきまして|よ 故障内容
を またこ,旨定の修理箇所かあり
ます場合には その1旨定箇所をで
きるだけ具体的にお申し出くださ
ぃ こ,旨定のない場合に1ま  各部
点検をはじめ品質的 性能的に必
要と認められる●べてのところを

検査 調整 修理することにな
り 修理rl金 が加算される場合が
ありますのでご留意ください

2 修理をご依頼されたものの中に
は 単に電池を交換するだけで正
常に作動する「故I● していないも
のJか 見受けられます 電池の容
■低下  |+, |―  の逆 定格
違いなどについて よくら確かめ
ください

●lr居の場合の手続きについて
, 転居で飯売店にご依頼しにくい場
合は 最寄りのサービスセンター
にご相談くださ。`

●おF・l合 わil先 について

本製品の保証 修理 使い方などのお
問合わせは 最寄りのサーヒスセン
ターをご利用ください

[保証規定 ]
つぎのような場合には保証期間内ても
保証の対象とはなりません
i 誤 ′たこ使用またはお取扱い上の
不注意により生した故 l●  または
1員 (易 なと

2 保管上の不備によるもの および
ご使用者の■に帰すと認められる
故障 または損傷など
3 瞥社の ,旨定する修理取扱ぃ所以夕|
で行われた確理 改造 分解掃除
0と による故障 または,日傷
4 火災 地震 水官 公害 ,旨定夕

'の使用電池 電庄 およびその他
の天災地変や落下 衝

"な
どによ

る故障または,員 lt
5 保証■のご提示かない場合
6 保証書l_お 買上け日 保証期間
販売店名などの記載の不備な場合
あるいは字旬を書換えら,し た場合
7 こ使用後の内 タト装面のキス 部
品や付属品の紛失 |〔 よる修復交
櫻 電池などの消It品類の品切れ
や交換
8 各部点検 ,由密檜査 分解掃除等
を特Яlに ご依頼された場合
9 本製品の故障に起因する付随的損
害 :撮影に要 した諸費用および撮
影により得べかりし利益の喪失な
どI11つ いては保証いたしかねま
す

0 お買上げ店または,社サーヒスセ
ンターにご持参いただくに際 しこ
の諸費用lu お客様にご負IB願 ぃ
ます またお買上げ店と髯ネi間の
運賃諸掛りにつきましては 輸送
方法なとによ ,て  IF・l屋 使以夕|
を使用 した場合 一部ご負担いた
だく場合かあります

*こ 注意

1 本保 811書 は 以上の保証規定によ
り無オ1修 理をお約束するもので
これに 1り お客様の法律上の41汗 I
を制限するものではありません
2 本保証書の表示につぃご ご不明
の点は雪ネ1サ ーヒスセンターにお

問合わせくださぃ

3 保証書をお受取りの際は 販売店
名および購入年月日なとか記入さ
れて、ヽるかとう力.を ご確認くださ
い 万―記入もれかありました場
合It lo たたちにお買上け店へお
申し出くださぃ
4 保証書の再発行はいたしませんの
こ大切に保存してくださぃ

5 本保 .II書は日本国内 1こ おぃてのみ
有効です

[アフターサービスにつぃて〕
1 部品の保有期間など アフター
サービカ「 関する0項につきまし
ては取扱説明書に詳しく記載ぃた
しておりますので ぜひご覧くだ
さtヽ

2 修理完了品には 瞥11の修理納品
書が発行されますのでお確かめく
たさtヽ

3 保証期間経過後の修理など1_つ い
てのおP・3合 わせ

“
策社サーヒスセ

ンターをご利用くださぃ

本製品の故障が原因て生したフィル

ムの損失 様々な出贄 迷惑ないし
不都合 ,1神的なla吉 その他すべ
て:` 補償 致 しません



ユーザーメモ

保証書
このたびは、セコニック露出計をお買上げいただきまして有難 く厚 く御

仕雰裏童ご鼻荘hをこめ譜様に相麟旺げたものでございます )
[彗I[言!;楊 li;:[I[;】 :俗言ilオ [:「忌「l撃]:   )
内に限り無料にて修理・調整させていただきます。

露出計機種 L308B   No.
お買上げ日           年   月   日

奸肥 フ日却 lヶ 年間でつ   
年  月  日

□株競Л〓藤・r7
〒178東 京都練馬区夫泉学口町7 2414 TEL03(3978)2330

ご住所

ご氏名

口出計営業 :〒 162東 京都新宿区市ヶ谷田町3‐8新杵ビル

大阪営業所 :〒 541大阪市中央区本町 2‐36本 町ビジネスビル

名古屋営業所 :〒 460名古屋市中区栄 5814万回ビル

東京サビスセンター:〒輛職『欧柵::基よよ』も  ヽ
販売店名 り

ヽ



1. Parts DesignatiOns
2. Liquid Crystai E)isp:ay
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3. Mode Se:ection 4. Preparation for Measurement

(1)nSerting the battery囀
岬

叩̈嗣

swnching between the incident orre■ ected l19ht method ol

S dethe um sphere10the a orb cにk pOsl on(Fgs l an02)

★Ho d dOWn and movethe knu‖ ed part10 mOve the um sphere(F9 3)
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町11訛『的
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meaSurement(F95)
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(2)Sett ng the measurement mode
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Preparation for Measurement ユAmЫen ttgh MeasuЮmen Fv OrF vJuo
Pressthe se eclon keytO setthe口 amblent

soぃ e nm andshuけ speeds  

「

~~口
 ~

鷺:ξu槻朧:¨gS・にい°dttay lhe団 3`

月 ■]」 ‐口. ■J『 |
回 U  `        J  `

(Figs 8 and 9)

lSO OrT(ume)sening

(F10s 14 and 15)

mark oi Eu (underexposure)or
Eo(OverexpOsure)

|  ロ

|ロ ニ」L`口 ′『 5

口    回
|口
J.り |口 [.0

(3)Setting the“ lm speed(:SO)

the i m speed(F010)

(4)Setting the shutter speed(T)

set the shutter speed(F19 11)

8ヽ0 shlltter blade opening (Fig 12)

′ヽ100 are displayed arter 17500 (F19

13)

E-5
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■
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回

,17●

`UU

口125

口
 F暉
ロ

ロgun

■
口 J~l
J

口 ]
U

日

口 |~l
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6.Flash Light Wireless Measurement

l Pross the mode Se eC100 key to settheロ

ロ  mark starts i3Sh ng ind caung the

F value lS diSplayeO(Flg 16)

★ Evenalter19himeasurenent the Ea mark

☆ The口 n]ark COnlnues‖ aSh i,9〔 Orabout90

★ L ghi cannOt be measured un essthcロ

mOde(The meter may nOtsense whon‖ ash

7. Fiash Light w:red Measurement

『
3.呂ピPs

l Pressいe mOde sdedon key o sd heロ
w red measurement mOde(F917)

Oithe meterus ngthe synchrO cord(F918)

lash and dlsplay the F value(F19 19)

O SynchrO cOrd(used fOr■ w red measure

1 
囲

‐口
『  `口

125

ロ
口
5.IF'IF IF5

ロ
口
f.」

ロ
ロ
ユ●
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8. Precautions on Handling

Shcethe SokonO日 ashmate L‐ 308B● a precに bn dectront hstrumentconds“ ng

l Never drop誡 or apply impactto m

2 Do notkoopin a high‐ temperature or hum d place

6 rlhe meler does not operalo noma".lemOve lhe bateり ,wan ior about 10

secKInds,then rolnson the battory

7 Removo the batery rthe meteris notto bo usod for a long“ me

ln the case oframure.take the meterto the nearest doalo「 or send“ lo the sorvice

pack l h a∞ rrugaled cardboard box

9. Specifications

Measunng range Os01∞ )  。Ambiont19ht eVO t0 19● :● (199)
Reped accuracy     :監 樫F‖ [ζ

°9°ユ.・ F9o+o9sbo

:l sec lo 1/5∞ sec(unに 1

TVl plus l″ 5,1/80,1/90 of

:3iW器露:肥
SOgm Ю面.ngangb d 4の

:fm肥満 1lfぶ器:毬激to ν
偽One SCJO::咽晋1よ 1:.ち乳 "

・ F(Ы op〉 051o901.L
o EV(oxpOsure va ue)‐ 51o26=`_

・器凛椰踏‰晶棚lttll

棚織m¨ 。̈:霊鮮品濫棘,1『1『
淑需::器

S“es  :l:lど
l富iTdd″

baneゥ。n0
。Approx 80 0(exC uding the banery)

☆ The spec市 oal10ns and appearance are sublecttO change w thOut notte due tO

SFrOJrC co。メrD.
椒丼淵蹴鯉躍躙 l硼轟認
F鉾

“
"ib:10013970・
n    C● b:sEKONC TOKY0
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